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66イ
ギ
リ
ス
①

柔
軟
な
働
き
方
、
企
業
・
個

人
に
浸
透―
政
府
、
三
年
ご

と
の
「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
調
査
」
発
表

　

イ
ギ
リ
ス
政
府
が
昨
年
公
表
し
た

「
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
調

査
」
に
よ
れ
ば
、
フ
レ
ッ
ク
ス
労
働

や
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
な
ど
、
働
く

時
間
や
日
数
、
場
所
な
ど
を
柔
軟
に

決
め
る
働
き
方
は
、
企
業
に
も
労
働

者
に
も
浸
透
し
つ
つ
あ
り
、
仕
事
と

家
庭
生
活
の
調
和
は
重
要
で
あ
る
と

の
認
識
も
広
ま
っ
て
い
る
。
た
だ
し

同
調
査
で
は
、
こ
う
い
っ
た
制
度
が

従
業
員
の
定
着
や
生
産
性
な
ど
に
良

い
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
感
じ

る
企
業
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
も
同

時
に
明
ら
か
に
な
っ
た
。

背
景

　

労
働
党
政
府
は
九
〇
年
代
末
か
ら
、

柔
軟
な
働
き
方
の
普
及
に
向
け
て
法

制
度
の
整
備
や
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な
ど

を
実
施
し
て
き
た
。
そ
の
背
景
に
は
、

女
性
の
労
働
市
場
へ
の
参
入
が
進
む

に
つ
れ
て
、
育
児
な
ど
の
義
務
を
負

っ
た
労
働
者
が
増
え
た
こ
と
が
大
き

い
。
ま
た
、
欧
州
先
進
国
の
な
か
で

も
長
い
労
働
時
間
の
削
減
や
、
相
対

的
に
低
い
生
産
性
の
改
善
に
向
け
た

取
り
組
み
の
必
要
性
が
盛
ん
に
議
論

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
も
そ
の

一
因
だ
。
こ
の
一
〇
年
の
間
で
、
出

産
・
育
児
休
暇
や
父
親
休
暇
、
介
護

休
暇
、
子
供
を
持
つ
親
に
柔
軟
な
働

き
方
を
要
求
す
る
権
利
な
ど
の
法
制

化
が
行
わ
れ
て
き
た
。
そ
の
効
果
も

あ
り
、
柔
軟
な
働
き
方
に
関
す
る
制

度
を
整
備
す
る
企
業
や
、
こ
れ
を
利

用
す
る
雇
用
者
は
順
調
に
増
加
し
て

お
り
、
労
働
時
間
も
減
少
す
る
傾
向

に
あ
る
。
政
府
は
、
企
業
が
柔
軟
な

働
き
方
を
導
入
す
る
メ
リ
ッ
ト
と
し

て
、
①
採
用
可
能
な
人
材
の
幅
が
広

が
る
②
従
業
員
の
定
着
率
や
モ
チ
ベ

ー
シ
ョ
ン
が
高
ま
る
③
ス
ト
レ
ス
が

減
っ
て
欠
勤
率
や
離
職
率
が
改
善
す

る
④
生
産
性
が
向
上
す
る―

―

な
ど

を
挙
げ
て
い
る
。

　

こ
う
い
っ
た
制
度
改
正
の
普
及
状

況
や
、
企
業
・
労
働
者
の
意
見
な
ど

を
把
握
す
る
た
め
、
政
府
は
二
〇
〇

〇
年
か
ら
三
年
ご
と
に
「
ワ
ー
ク
・

ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
調
査
」
を
実
施

し
て
い
る
。
同
調
査
は
、
雇
用
者
調

査
と
事
業
所
調
査
か
ら
構
成
さ
れ
る

が
、
最
新
の
第
三
回
調
査
（
二
〇
〇

六
年
実
施
）
の
結
果
は
、
雇
用
者
調

査
が
昨
年
三
月
、
事
業
所
調
査
は
同

一
二
月
に
、
そ
れ
ぞ
れ
公
表
さ
れ
た
。

以
下
、
両
調
査
結
果
の
概
略
を
紹
介

す
る
。

労
働
時
間
の
現
状

　

ま
ず
雇
用
者
調
査
の
結
果
か
ら
週

の
労
働
時
間
を
み
る
と
、
男
性
が
平

均
四
一
・
三
二
時
間
、
女
性
が
三
一
・

八
一
時
間
と
な
っ
て
い
る
（
１
）。
女

性
で
は
三
〇
時
間
以
下
の
四
三
％
、

男
性
で
は
三
六
〜
四
〇
時
間
の
三
八

％
が
、
そ
れ
ぞ
れ
比
率
が
高
い
。
ま

た
男
性
の
二
二
％
、
女
性
の
八
％
は
、

法
定
労
働
時
間
に
あ
た
る
四
八
時
間

を
超
え
て
働
い
て
い
る
。
長
時
間
労

働
の
傾
向
が
強
い
層
は
、
男
性
、
管

理
職
・
専
門
職
（
事
業
所
調
査
に
よ

れ
ば
、
六
四
％
の
事
業
所
が
、
三
年

前
に
比
べ
て
管
理
職
・
専
門
職
の
仕

事
量
が
増
加
し
た
と
感
じ
て
い
る
。

な
お
、
非
管
理
職
に
つ
い
て
は
三
八

％
）、
収
入
が
多
い
層
（
年
四
万
ポ

ン
ド
超
）、
建
設
業
や
運
輸
通
信
業

の
雇
用
者
、
ま
た
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
以
外
の
柔
軟
な
働
き
方
の
制

度
を
利
用
し
て
い
る
層
な
ど
。

逆
に
三
〇
時
間
以
下
の
層
は
女

性
、
若
年
層
、
収
入
の
低
い
層

（
年
一
万
五
〇
〇
〇
ポ
ン
ド
未

満
）、
サ
ー
ビ
ス
・
販
売
職
、

流
通
・
小
売
・
ホ
テ
ル
・
レ
ス

ト
ラ
ン
業
の
雇
用
者
に
集
中
し

て
い
る
。
ま
た
世
話
の
必
要
な

子
供
を
持
つ
雇
用
者
で
は
、
全

雇
用
者
の
平
均
と
比
べ
て
短
時

間
・
長
時
間
層
の
比
率
が
相
対

的
に
高
く
、
男
女
の
差
が
よ
り

一
層
明
確
に
な
っ
て
い
る
こ
と

が
理
由
と
考
え
ら
れ
る
。

　

雇
用
者
全
体
の
六
九
％
は
、

現
在
の
労
働
時
間
に
満
足
し
て

お
り
、
二
六
％
は
現
在
よ
り
も

短
時
間
で
働
き
た
い
と
回
答
し
て
い

る
。制

度
の
整
備
状
況

　

事
業
所
調
査
は
、
柔
軟
な
働
き
方

に
関
す
る
制
度
の
う
ち
主
要
な
六
種

類
に
つ
い
て
、
整
備
状
況
を
き
い
て

い
る
。
い
ず
れ
の
制
度
も
持
た
な
い

事
業
所
は
全
体
の
四
％
と
低
く
、
事

業
所
の
九
二
％
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
（
前
回
の
二
〇
〇
三
年
調
査
時
は

八
一
％
）、
七
四
％
が
期
間
限
定
労

働
時
間
短
縮
（
同
四
〇
％
）、
五
九

％
が
ジ
ョ
ブ
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
（
同

三
九
％
）、
五
五
％
が
フ
レ
ッ
ク
ス

労
働
（
同
三
八
％
）、
四
一
％
が
圧

縮
労
働
時
間
制
（
同
一
九
％
）
を
導

入
し
て
お
り
、
在
宅
勤
務
制
度
を
導

入
し
て
い
る
事
業
所
も
二
六
％
（
同

二
二
％
）
に
の
ぼ
る
。
全
般
的
な
制

度
の
普
及
と
、
複
数
の
制
度
を
整
備

す
る
企
業
が
増
加
し
て
い
る
状
況
が

う
か
が
え
る
。

利
用
状
況

　

雇
用
者
の
利
用
状
況
は
ど
う
か
。

過
去
二
年
の
間
に
、
働
き
方
の
変
更

に
つ
い
て
申
請
を
行
っ
た
雇
用
者
は
、

全
体
の
一
七
％
（
女
性
二
二
％
、
男

性
一
四
％
）
で
、
二
〇
〇
三
年
調
査

か
ら
変
わ
っ
て
い
な
い
。
申
請
を
行

っ
た
者
の
う
ち
、
六
〇
％
は
申
請
内

容
ど
お
り
承
認
さ
れ
、
一
八
％
が
部

分
的
に
承
認
、
一
七
％
が
却
下
さ
れ

て
い
る
（
男
性
二
三
％
、
女
性
一
三

％
）。
ま
た
、
職
場
で
利
用
可
能
な

制
度
を
た
ず
ね
た
設
問
で
は
、
パ
ー

ト
タ
イ
ム
労
働
（
六
九
％
）、
期
間

海
外
労
働
事
情

期間限定労働時間
短縮

連続した一定の期間（例えば六か月）労働時
間を短縮し、その後通常の時間に戻す。

ジョブ・シェアリン
グ

パートタイム契約を結んだ二人の労働者が一
つのフルタイムの仕事を分担する。

フレックス労働
勤務時間を労働者が決定する。通常は合意さ
れた一定のコアタイムを含む。働いた時間分
の賃金が支給される。

圧縮労働時間制
通常よりも短い期間内での総労働時間数を契
約する。例えば週五日勤務から四日勤務に変
更し、総労働時間は同じ（五日分）とする。

学期間労働制 子供の学校の休暇中は無給休暇を取ることが
できる。

年間労働時間契約制 年間の総労働時間数を契約し、それに基づい
て週の労働時間を決定する。

主な制度の概要（パートタイム労働・在宅勤務を除く）
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限
定
労
働
時
間
短
縮
（
五
四
％
）、

フ
レ
ッ
ク
ス
労
働
（
五
三
％
）、
ジ

ョ
ブ
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
（
四
七
％
）

な
ど
で
比
率
が
高
い
。
た
だ
し
、
そ

れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
利
用
可
能
と
回
答

し
た
雇
用
者
の
う
ち
実
際
に
利
用
し

た
比
率
が
高
か
っ
た
の
は
、
フ
レ
ッ

ク
ス
労
働
が
四
九
％
、
在
宅
勤
務
が

四
四
％
（
利
用
可
能
と
回
答
し
た
比

率
は
二
三
％
）、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労

働
が
三
八
％
、
学
期
間
労
働
が
三
六

％
（
同
三
七
％
）
な
ど
で
、
制
度
が

整
備
さ
れ
て
い
る
比
率
と
利
用
さ
れ

や
す
さ
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な

い
。
な
お
、
柔
軟
な
働
き
方
を
選
択

す
る
理
由
と
し
て
は
、
生
活
し
や
す

く
な
る
／
効
率
的
に
な
る
＝
二
一
％
、

仕
事
の
性
質
や
種
類
か
ら
＝
一
九
％
、

育
児
の
必
要
＝
一
八
％
、
自
由
時
間

の
増
加
＝
一
五
％
、
家
族
と
過
ご
す

時
間
の
増
加
＝
一
四
％
、
な
ど
と
回

答
し
て
い
る
。

企
業
・
従
業
員
の
意
識

　

両
調
査
で
は
、
設
問
が
提
示
す
る

ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
へ
の
賛
否
に
よ
り
、

柔
軟
な
働
き
方
に
関
す
る
意
識
に
つ

い
て
た
ず
ね
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ

ば
、
事
業
所
の
九
二
％
と
雇
用
者
の

九
四
％
が
「
従
業
員
は
仕
事
と
生
活

の
バ
ラ
ン
ス
が
取
れ
て
い
る
時
に
最

も
よ
く
働
く
」
と
い
う
考
え
方
に
同

意
し
て
お
り
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
の
重
要
性
は
大
半
の
企

業
・
雇
用
者
に
認
識
さ
れ
て
い
る
と

い
え
る
。
し
か
し
、
事
業
所
の
七
三

％
は
「
従
業
員
は
業
務
に
支
障
が
出

る
場
合
、
働
き
方
を
変
え
ら
れ
る
と

期
待
す
べ
き
で
は
な
い
」
に
、
ま
た

六
七
％
は
「
様
々
な
働
き
方
の
従
業

員
に
対
応
す
る
の
は
簡
単
で
は
な

い
」
に
も
同
意
し
て
お
り
、
企
業
の

複
雑
な
立
場
が
う
か
が
え
る
。

　

事
業
所
に
対
し
て
、
制
度
の
導
入

に
よ
る
影
響
を
た
ず
ね
た
設
問
に
は
、

良
い
影
響
が
感
じ
ら
れ
た
と
回
答
し

た
事
業
所
が
多
く
、
従
業
員
と
の
関

係
（em

ployee relations

）
で
五

八
％
、
従
業
員
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン

で
五
七
％
、
採
用
・
定
着
率
の
双
方

に
つ
い
て
四
二
％
、
生
産
性
に
つ
い

て
四
一
％
な
ど
と
な
っ
て
い
る
。
た

だ
し
、
い
ず
れ
の
項
目
に
つ
い
て
も

前
回
調
査
に
比
べ
て
そ
の
比
率
は
五

〜
一
〇
ポ
イ
ン
ト
減
少
し
て
お
り
、

そ
の
分
、
影
響
は
な
か
っ
た
と
す
る

事
業
所
の
比
率
が
増
加
し
て
い
る

（
２
）。

　

一
方
、
柔
軟
な
働
き
方
を
利
用
し

た
雇
用
者
の
側
で
は
、
八
九
％
が
柔

軟
な
働
き
方
の
利
用
に
よ
っ
て
良
い

影
響
が
あ
っ
た
と
回
答
し
て
お
り
、

多
く
は
自
由
時
間
や
家
族
と
過
ご
す

時
間
の
増
加
を
理
由
と
し
て
挙
げ
て

い
る
。
そ
の
反
面
、
悪
影
響
が
あ
っ

た
と
す
る
雇
用
者
も
四
四
％
に
の
ぼ

り
、
賃
金
の
低
下
を
主
な
理
由
に
挙

げ
て
い
る
。
ま
た
、
柔
軟
な
働
き
方

を
利
用
し
た
同
僚
を
持
つ
雇
用
者
も
、

五
四
％
が
な
ん
ら
か
の
良
い
影
響
を

挙
げ
て
い
る
一
方
で
、
悪
影
響
が
あ

っ
た
と
す
る
雇
用
者
も
三
八
％
お
り
、

仕
事
を
肩
代
わ
り
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
か
っ
た
、
必
要
な
と
き
に
同
僚
が

い
な
か
っ
た
（
い
ず
れ
も
六
％
）、

な
ど
を
理
由
と
し
て
い
る
。

　

現
在
の
仕
事
・
働
き
方
（
仕
事
内

容
、
労
働
時
間
、
雇
用
の
保
障
、
賃

金
）
全
般
に
つ
い
て
、
雇
用
者
全
体

の
八
七
％
は
満
足
し
て
い
る
と
回
答

し
て
お
り
、
こ
の
比
率
は
上
昇
傾
向

に
あ
る
。
特
に
女
性
は
、
男
性
と
比

べ
て
「
非
常
に
満
足
し
て
い
る
」
と

回
答
す
る
比
率
が
高
い
（
女
性
三
四

％
、男
性
二
三
％)

。
同
様
の
傾
向
は
、

パ
ー
ト
タ
イ
ム
と
フ
ル
タ
イ
ム
（
そ

れ
ぞ
れ
三
七
％
と
二
七
％
）、
柔
軟

な
働
き
方
を
利
用
し
て
い
る
雇
用
者

と
し
て
い
な
い
雇
用
者
の
間
に
も
み

ら
れ
る
（
三
三
％
と
二
二
％
）。

〔
注
〕

１ 

．
調
査
対
象
は
六
三
％
が
フ
ル
タ
イ
ム
、

一
八
％
が
パ
ー
ト
タ
イ
ム
、
一
九
％
は

契
約
時
間
の
な
い
雇
用
者
。

２ 

．
報
告
書
は
ひ
と
つ
の
解
釈
と
し
て
、

企
業
や
労
働
者
に
こ
う
い
っ
た
制
度
が

定
着
す
る
に
つ
れ
、
導
入
当
初
と
は
異

な
っ
て
、
プ
ラ
ス
の
影
響
を
明
確
に
感

じ
に
く
く
な
っ
て
い
る
と
い
う
可
能
性

を
指
摘
し
て
い
る

【
参
考
資
料
】

ビ
ジ
ネ
ス
・
企
業
・
規
制
改
革
省
（
Ｂ
Ｅ

Ｒ
Ｒ
）
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

労
働
政
策
研
究
・
研
修
機
構
『
少
子
化
問

題
の
現
状
と
政
策
課
題
』
資
料
シ
リ
ー
ズ

（
二
〇
〇
五
）

（
国
際
研
究
部
）

イ
ギ
リ
ス
②

派
遣
労
働
者
法
案
、
公
労
使

の
委
員
会
で
検
討
へ―

フ
ル

タ
イ
ム
労
働
者
と
同
等
の
権
利
を

付
与

　

イ
ギ
リ
ス
で
は
、
派
遣
労
働
者
に

対
し
て
、
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
と
同

等
の
権
利
を
付
与
す
る
法
案
が
議
会

に
提
出
さ
れ
て
い
る
。
労
働
組
合
側

は
こ
の
法
案
を
歓
迎
し
て
い
る
が
、

経
営
側
は
強
く
反
対
し
て
い
る
。
労

使
の
動
向
を
反
映
し
て
議
会
で
の
審

議
は
硬
直
状
態
に
陥
る
可
能
性
が
強

い
。
政
府
は
、
公
労
使
で
構
成
す
る

検
討
委
員
会
を
設
置
し
、
労
使
の
合

意
形
成
を
図
る
意
向
だ
。

背
景
に
総
選
挙
で
の
労
組
と
の
合
意

　

政
府
は
労
働
市
場
の
柔
軟
性
と
多

様
性
を
自
国
経
済
の
強
み
の
一
つ
と

位
置
づ
け
て
き
た
。
そ
の
一
方
で
、

低
賃
金
で
雇
用
の
保
障
も
な
く
、
搾

取
な
ど
の
被
害
を
受
け
や
す
い
「
弱

い
立
場
の
労
働
者
」（vulnerable 

w
orker

）
の
増
加
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
。
政
府
は
、
現
状
の
把
握
と
法

律
の
遵
守
状
況
の
改
善
に
向
け
た
方

策
に
つ
い
て
一
昨
年
か
ら
検
討
を
行

い
、
監
督
官
の
増
員
な
ど
の
規
制
体

制
強
化
を
進
め
る
方
針
を
昨
年
末
に

固
め
た
と
こ
ろ
だ
（
１
）。

　

こ
う
し
た
政
府
の
取
り
組
み
と
並

行
し
て
、
二
〇
〇
六
年
末
に
は
「
派

遣
労
働
者
（
不
利
益
取
扱
い
防
止
）

法
案
」（
２
）
が
労
働
党
議
員
に
よ
っ

て
庶
民
院
に
上
程
さ
れ
た
。
同
法
案

は
、
派
遣
労
働
者
に
対
し
て
フ
ル
タ

イ
ム
労
働
者
と
同
等
の
賃
金
、
時
間

外
手
当
、
休
暇
等
に
関
す
る
権
利
を

保
障
す
る
内
容
で
、
Ｅ
Ｕ
派
遣
労
働

者
指
令
案
が
ベ
ー
ス
と
な
っ
て
い
る
。

政
府
は
指
令
案
に
反
対
の
姿
勢
を
貫

い
て
お
り
、
こ
の
法
案
に
も
難
色
を

示
し
た
。
そ
の
た
め
議
会
で
の
検
討

は
二
〇
〇
七
年
三
月
に
中
断
し
、
会

期
末
の
一
〇
月
に
廃
案
と
な
っ
た
。

派
遣
労
働
者
に
対
す
る
権
利
の
資
格

付
与
の
時
期
が
最
大
の
焦
点
と
な
っ

た
。
Ｅ
Ｕ
指
令
案
は
就
業
後
六
週
間

に
資
格
を
付
与
し
て
い
る
。
政
府
は

か
ね
て
よ
り
指
令
案
の
こ
の
内
容
に

異
議
を
と
な
え
、
就
業
後
六
カ
月
で

の
付
与
を
主
張
し
て
い
る
。
法
案
は
、

資
格
付
与
の
時
期
を
規
定
し
な
い
こ

と
に
よ
っ
て
、
実
質
的
に
は
指
令
案

よ
り
も
早
い
就
業
初
日
の
付
与
を
前

提
と
し
て
お
り
、
政
府
は
当
然
、
こ

れ
に
反
対
し
た
。
政
府
の
姿
勢
に
は

経
営
者
団
体
の
主
張
が
反
映
し
て
い

る
と
み
ら
れ
る
。

　

一
方
で
、
二
〇
〇
五
年
の
総
選
挙

に
際
し
て
、
労
働
党
と
主
要
労
組
と

の
間
で
、
指
令
案
の
成
立
に
向
け
て

Ｅ
Ｕ
側
に
協
力
す
る
旨
を
文
書
合
意

し
て
い
る
。
こ
れ
を
盾
に
、
労
組
側

と
党
内
の
議
員
か
ら
政
府
に
実
行
を

求
め
る
声
が
強
ま
っ
て
い
た
。
こ
の

た
め
、
政
府
は
昨
年
中
ご
ろ
か
ら
、

指
令
案
の
協
議
に
応
じ
る
態
度
を
見

せ
始
め
、
九
月
に
は
Ｅ
Ｕ
レ
ベ
ル
の

公
式
協
議
が
四
年
ぶ
り
に
再
開
さ
れ

た
。
Ｅ
Ｕ
側
は
、
一
二
月
の
雇
用
・

社
会
問
題
相
理
事
会
で
の
合
意
を
目

指
し
て
い
た
が
、
資
格
付
与
の
時
期

を
め
ぐ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
政
府
が
従
来

の
意
見
を
変
え
ず
、
実
現
は
し
な
か

っ
た
（
３
）。
し
か
し
、
政
府
が
Ｅ

Ｕ
で
の
交
渉
テ
ー
ブ
ル
に
つ
い
た
こ

と
が
、
国
内
の
法
整
備
に
向
け
た
動

き
を
活
性
化
す
る
材
料
に
な
っ
た
と

考
え
ら
れ
て
い
る
。
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経
営
側
と
野
党
、
法
案
に
強
い
反
発

　

一
一
月
に
始
ま
っ
た
議
会
に
、
新

た
に
「
派
遣
労
働
者
（
均
等
待
遇
）

法
案
」（
４
）
が
、
労
働
党
議
員
に
よ

っ
て
上
程
さ
れ
た
。
基
本
的
な
内
容

は
先
の
法
案
と
同
じ
だ
が
、
昨
年
一

二
月
に
法
律
審
議
の
予
備
プ
ロ
セ
ス

で
あ
る
「
第
一
読
会
」、
ま
た
二
月

下
旬
に
は
「
第
二
読
会
」
を
通
過
し

た
。

　

法
案
を
提
出
し
た
労
働
党
の
ミ
ラ

ー
議
員
は
、
第
二
読
会
の
協
議
の
中

で
、
派
遣
法
案
提
出
の
目
的
を
次
の

よ
う
に
説
明
し
た
。
①
同
等
の
仕
事

を
こ
な
す
労
働
者
に
つ
い
て
、
雇
用

形
態
の
違
い
に
よ
っ
て
差
別
的
取
り

扱
い
が
是
認
さ
れ
る
こ
と
は
道
義
的

に
許
さ
れ
な
い
、
②
今
後
、
低
技
能

労
働
者
へ
の
労
働
需
要
の
急
速
な
減

少
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
訓
練
等
を

通
じ
て
よ
り
多
く
の
労
働
者
の
技

能
・
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
を
図

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
派
遣
労
働

者
も
そ
の
例
外
で
は
な
い
、
③
本
来

は
短
期
の
労
働
需
要
を
柔
軟
に
満
た

す
た
め
に
用
い
ら
れ
る
べ
き
派
遣
労

働
者
を
、
正
規
雇
用
の
代
替
要
員
と

し
て
長
期
に
わ
た
っ
て
使
用
す
る
こ

と
は
許
さ
れ
る
こ
と
で
は
な
く
、
ま

た
長
期
的
に
は
企
業
自
ら
の
利
益
に

も
な
ら
な
い
、
④
労
働
者
に
よ
る
申

し
立
て
プ
ロ
セ
ス
を
簡
易
に
し
て
、

企
業
に
お
け
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

の
向
上
を
は
か
る
べ
き
だ―

―

な
ど
。

今
後
も
企
業
が
派
遣
労
働
を
利
用
し

て
い
く
こ
と
の
利
点
や
、
職
種
な
ど

に
よ
っ
て
は
勤
続
年
数
や
経
験
な
ど

で
正
規
労
働
者
と
派
遣
労
働
者
の
処

遇
に
差
が
生
じ
る
こ
と
の
合
理
性
を

認
め
つ
つ
も
、
妥
当
な
範
囲
で
均
等

処
遇
を
図
っ
て
い
く
べ
き
だ
と
強
調

し
て
い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
法
案
に
反
対
す

る
保
守
党
の
議
員
は
、
政
府
が
こ
れ

ま
で
の
Ｅ
Ｕ
に
対
す
る
強
硬
な
態
度

を
一
変
さ
せ
、
法
制
度
の
整
備
に
向

け
て
取
り
組
み
出
し
た
点
に
つ
い
て
、

労
組
と
労
組
が
影
響
力
を
持
つ
労
働

党
議
員
の
圧
力
に
屈
す
る
も
の
で
一

貫
性
に
欠
け
る
と
強
く
非
難
し
て
い

る
。
そ
も
そ
も
、
一
年
未
満
の
短
期

勤
続
が
多
数
を
占
め
る
派
遣
労
働
者

と
、
長
期
の
勤
続
を
通
じ
て
仕
事
の

熟
練
度
や
企
業
へ
の
忠
誠
度
が
よ
り

高
い
と
考
え
ら
れ
る
正
規
労
働
者
と

の
間
で
均
等
処
遇
を
実
現
す
る
こ
と

に
疑
問
を
示
し
た
う
え
で
、
派
遣
労

働
者
等
の
八
割
近
く
が
現
状
の
労
働

条
件
等
に
不
満
を
感
じ
て
い
な
い
と

の
調
査
結
果
（
５
）
や
、
長
期
に
わ

た
っ
て
就
業
か
ら
離
れ
て
い
る
人
々

に
雇
用
機
会
を
提
供
で
き
る
利
点
を

挙
げ
、
事
業
主
と
雇
用
者
の
間
の
自

由
な
契
約
に
基
づ
く
現
行
の
柔
軟
な

制
度
を
擁
護
し
て
い
る
。
ま
た
、
法

案
が
成
立
す
れ
ば
、
派
遣
労
働
者
を

多
く
利
用
し
て
い
る
製
造
業
や
公
共

部
門
な
ど
へ
の
悪
影
響
が
避
け
ら
れ

ず
、
派
遣
労
働
者
の
雇
用
に
も
打
撃

を
与
え
る
と
の
理
由
も
あ
げ
て
い
る
。

労
使
、
委
員
会
に
参
加
の
方
向

　

一
方
、
政
府
は
現
段
階
で
同
法
案

に
反
対
し
て
い
な
い
も
の
の
、
や
は

り
現
在
の
法
案
の
内
容
に
は
問
題
が

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
こ
の
た
め
、

第
二
読
会
の
開
催
に
前
後
し
て
、
具

体
的
な
規
定
内
容
を
検
討
す
る
た
め

の
委
員
会
の
設
置
を
決
め
た
。
メ
ン

バ
ー
に
は
労
使
の
ほ
か
公
益
委
員
を

予
定
し
、
こ
の
場
で
労
使
間
の
合
意

形
成
を
図
る
意
向
だ
。
一
九
九
九
年

の
最
低
賃
金
制
度
の
導
入
に
際
し
て

も
、
今
回
と
同
じ
手
法
を
使
っ
て
い

る
。

　

第
二
読
会
の
議
論
の
中
で
、
マ
ク

フ
ァ
デ
ン
雇
用
関
係
担
当
大
臣
は
委

員
会
の
主
な
検
討
課
題
を
示
し
て
い

る
。
一
つ
は
、
前
述
の
資
格
付
与
の

時
期
に
関
す
る
問
題
で
、
こ
れ
ま
で

の
経
緯
か
ら
も
、
労
使
間
の
合
意
が

最
も
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
論
点
と

い
え
る
。
ま
た
、
フ
ル
タ
イ
ム
労
働

者
と
の
均
等
を
担
保
す
る
方
法
の
問

題
が
あ
る
。
法
案
は
、
派
遣
労
働
者

の
職
場
に
、
職
務
な
ど
が
同
等
で
比

較
可
能
な
フ
ル
タ
イ
ム
労
働
者
が
い

な
い
場
合
、
雇
用
審
判
所
な
ど
が
当

該
地
域
・
職
種
の
標
準
的
な
フ
ル
タ

イ
ム
労
働
者
の
労
働
条
件
を
想
定
し

て
、
こ
れ
と
の
対
比
で
派
遣
労
働
者

の
労
働
条
件
の
是
非
を
判
定
す
べ
き

だ
と
し
て
い
る
。
担
当
大
臣
は
、
こ

の
手
法
が
複
雑
か
つ
費
用
の
か
か
る

訴
訟
を
増
加
さ
せ
か
ね
な
い
と
し
て
、

危
惧
の
念
を
示
し
て
い
る
（
６
）。

　

英
国
労
組
会
議
（
Ｔ
Ｕ
Ｃ
）
は
、

委
員
会
の
設
置
を
含
む
一
連
の
手
続

き
を
「
時
間
稼
ぎ
」
と
批
判
し
つ
つ

も
、
成
立
に
向
け
た
動
き
は
歓
迎
し

て
お
り
、
委
員
会
へ
の
協
力
に
も
前

向
き
だ
（
７
）。
一
方
、
経
営
者
団

体
の
英
国
産
業
連
盟
（
Ｃ
Ｂ
Ｉ
）
は
、

委
員
会
へ
の
参
加
は
表
明
し
て
い
る

も
の
の
、
法
律
が
施
行
さ
れ
れ
ば
職

を
失
う
派
遣
労
働
者
は
二
五
万
人
に

も
の
ぼ
る
可
能
性
が
あ
る
（
８
）
と

し
て
、
法
制
化
に
は
反
対
の
姿
勢
を

崩
し
て
い
な
い
。
権
利
付
与
の
時
期

に
つ
い
て
も
、
就
業
後
一
二
か
月
以

降
を
主
張
し
て
お
り
、
就
業
初
日
を

主
張
す
る
労
組
側
と
真
っ
向
か
ら
対

立
し
て
い
る
。

　

法
案
は
こ
の
あ
と
、
委
員
会
に
よ

る
検
討
結
果
を
反
映
す
る
か
た
ち
で

修
正
が
行
わ
れ
、
第
三
読
会
に
諮
ら

れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
の
時
期
は

い
ま
の
と
こ
ろ
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。

〔
注
〕

１ 

．
本
誌
、
二
〇
〇
七
年
一
一
月
号
参
照
。

２ 

．T
em
porary and A

gency W
orkers 

(P
revention of L

ess F
avourable 

T
reatm

ent) B
ill 2007

。

３ 

．
な
お
同
理
事
会
で
は
、
労
働
時
間
指

令
の
改
正
に
関
す
る
合
意
が
併
せ
て
目

指
さ
れ
て
い
た
。
イ
ギ
リ
ス
は
、
同
指

令
の
成
立
当
初
か
ら
適
用
除
外
を
受
け

て
い
る
が
、
こ
れ
に
関
し
て
欧
州
委
員

会
や
加
盟
国
な
ど
か
ら
の
批
判
が
高
ま

っ
て
お
り
、
こ
れ
を
廃
止
し
て
イ
ギ
リ

ス
に
も
同
指
令
を
適
用
す
る
か
が
改
正

の
焦
点
と
な
っ
た
。
欧
州
委
員
会
は
、

最
終
的
に
は
イ
ギ
リ
ス
の
適
用
除
外
の

権
利
を
当
面
維
持
す
る
と
の
妥
協
案
を

示
し
て
、
理
事
会
で
の
合
意
を
は
か
っ

た
が
、
派
遣
労
働
指
令
と
と
も
に
合
意

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

４ 

．T
em
porary and A

gency W
orkers 

(E
qual T

reatm
ent) B

ill 2008

。
廃
案

と
な
っ
た
前
法
案
と
の
主
な
相
違
点
は
、

労
働
者
の
申
し
立
て
手
続
き
の
簡
易
化

の
た
め
の
条
文
の
追
加
。

５ 

．
派
遣
事
業
者
団
体
（
Ｒ
Ｅ
Ｃ
）
が
実

施
し
た
も
の
。
派
遣
労
働
者
の
五
三
％

が
「
公
正
な
処
遇
を
受
け
て
い
る
」
と

回
答
、
ま
た
二
四
％
は
肯
定
も
否
定
も

し
な
か
っ
た
と
い
う
。
一
方
、
Ｔ
Ｕ
Ｃ

が
調
査
会
社
（Y

ouG
ov

）
と
実
施
し
た

調
査
で
は
、
逆
に
六
四
％
が
フ
ル
タ
イ

ム
労
働
者
と
の
均
等
処
遇
の
法
制
化
を

要
望
し
て
い
る
。

６ 

．
こ
の
手
法
は
、
二
〇
〇
〇
年
パ
ー
ト

タ
イ
ム
労
働
者
規
則
制
定
の
際
に
も
検

討
さ
れ
、
労
組
な
ど
は
こ
れ
を
支
持
し

て
い
た
が
、
政
府
は
採
用
し
な
か
っ
た
。

７ 

．
た
だ
し
、
傘
下
の
産
別
の
中
に
は
反

対
意
見
も
あ
る
。
経
営
側
と
の
協
議
で

指
令
案
を
下
回
る
条
件
で
の
合
意
を
強

い
ら
れ
れ
ば
、
Ｅ
Ｕ
で
の
議
論
に
利
用

さ
れ
か
ね
な
い
こ
と
を
懸
念
す
る
た
め

だ
。
ま
た
、
政
府
は
自
ら
態
度
を
決
す

る
こ
と
を
避
け
て
お
り
、
責
任
逃
れ
だ

と
の
批
判
も
あ
る
。

８ 

．
ミ
ラ
ー
議
員
は
、
経
営
側
が
主
張
す

る
雇
用
減
少
に
つ
い
て
、
最
低
賃
金
制

度
の
導
入
の
際
に
も
同
様
の
主
張
は
聞

か
れ
た
が
、
結
果
的
に
は
そ
う
い
っ
た

懸
念
は
ま
っ
た
く
当
て
は
ま
ら
な
か
っ

た
、
と
一
蹴
し
て
い
る
。
な
お
、
英
国

人
材
開
発
協
会
（
Ｃ
Ｉ
Ｐ
Ｄ
）
が
企
業

一
五
〇
〇
社
に
対
し
て
行
っ
た
調
査
で

は
、
回
答
企
業
の
三
五
％
が
就
業
後
六

か
月
ま
で
に
（
う
ち
二
一
％
は
初
日
か

ら
）、
派
遣
労
働
者
に
フ
ル
タ
イ
ム
と
同
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等
の
権
利
を
保
障
す
る
こ
と
に
賛
同
し

て
い
る
と
い
う
。

【
参
考
資
料
】

有
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司
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各
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

　
　
（
国
際
研
究
部
）

ド
イ
ツ

〇
八
年
は

　

「
メ
ガ
賃
金
イ
ヤ
ー
」

―
―

労
組
、
高
い
賃
上
げ
要
求
で

攻
勢

　

○
八
年
の
賃
金
交
渉
は
、
好
調
な

経
済
と
イ
ン
フ
レ
を
背
景
に
、
労
働

組
合
が
軒
並
み
高
い
賃
上
げ
を
要
求

し
て
い
る
。
昨
年
春
か
ら
続
く
ド
イ

ツ
鉄
道
と
鉄
道
運
転
士
組
合
の
労
使

紛
争
は
、
最
大
三
一
％
の
賃
上
げ
要

求
に
対
し
、
最
終
的
に
一
一
％
で
妥

結
し
た
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
部
門
労
働

者
約
一
三
〇
万
人
を
対
象
と
す
る
労

使
交
渉
は
、
労
組
が
八
％
の
賃
上
げ

を
求
め
て
断
続
的
な
警
告
ス
ト
ラ
イ

キ
を
実
施
し
た
が
、
使
用
者
側
が
妥

協
せ
ず
、
労
使
双
方
が
指
名
し
た
調

停
人
に
よ
る
調
停
手
続
き
に
移
行
し

た
。
鉄
鋼
産
業
の
労
使
交
渉
は
、
八

％
の
賃
上
げ
要
求
に
対
し
、
一
五
年

ぶ
り
と
な
る
五
・
二
％
（
一
三
カ
月

間
）
の
高
い
賃
上
げ
で
妥
結
し
た
。

秋
に
交
渉
が
予
定
さ
れ
る
Ｉ
Ｇ
メ
タ

ル
（
金
属
産
業
労
組
）
は
〇
八
年
を

「
メ
ガ
賃
金
イ
ヤ
ー
」
と
位
置
付
け
、

攻
勢
を
強
め
て
い
る
。

連
邦
政
府
、
〇
八
年
も
一
・
七
％

の
経
済
成
長
を
予
測

　

ド
イ
ツ
は
、
〇
六
年
に
二
・
九
％
、

〇
七
年
に
二
・
五
％
の
経
済
成
長
を

記
録
し
た
。
連
邦
政
府
は
〇
八
年
も

一
・
七
％
の
経
済
成
長
が
持
続
す
る

と
予
想
し
て
い
る
。
グ
ロ
ス
連
邦
経

済
相
は
、
最
近
の
金
融
市
場
の
混
乱

や
株
価
の
下
落
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ド
イ
ツ
経
済
の
先
行
き
に
自
信
を
示

し
て
い
る
。
企
業
の
新
規
受
注
が
好

調
で
、
経
済
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ

は
安
定
し
て
い
る
と
い
う
。

　

二
月
の
失
業
者
数
は
前
年
同
月
よ

り
六
三
万
人
少
な
い
三
六
一
万
七
〇

〇
〇
人
、
失
業
率
は
前
年
同
月
よ
り

一
・
六
ポ
イ
ン
ト
低
い
八
・
六
％
で

あ
っ
た
。
暖
冬
と
機
械
・
自
動
車
に

対
す
る
世
界
的
需
要
に
よ
り
二
月
と

し
て
は
一
五
年
ぶ
り
の
低
失
業
率
と

な
っ
た
。
今
後
も
雇
用
情
勢
の
改
善

が
続
く
と
見
ら
れ
て
い
る
。

　

〇
七
年
平
均
の
イ
ン
フ
レ
率
は

二
・
二
％
と
九
四
年
以
来
の
高
水
準

と
な
っ
た
。
〇
八
年
一
月
及
び
二
月

の
イ
ン
フ
レ
率
も
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

食
品
の
価
格
上
昇
に
よ
り
二
・
八
％

の
高
率
を
記
録
し
た
。

鉄
道
運
転
士
労
組
、
一
一
％
の
賃

上
げ
で
妥
結

　

〇
七
年
の
ド
イ
ツ
鉄
道
（
Ｄ
Ｂ
）

の
賃
金
交
渉
で
、
七
％
の
賃
上
げ
を

要
求
し
て
い
た
ド
イ
ツ
鉄
道
労
組

（
ト
ラ
ン
ス
ネ
ッ
ト
、
組
合
員
約
二

七
万
人
）
と
ド
イ
ツ
鉄
道
職
員
労
組

（
Ｇ
Ｄ
Ｂ
Ａ
、
組
合
員
約
七
万
人
）

は
七
月
、
四
・
五
％
の
賃
上
げ
を
〇

八
年
一
月
に
実
施
す
る
こ
と
で
使
用

者
側
と
合
意
し
た
。
し
か
し
、
鉄
道

運
転
士
労
組
（
Ｇ
Ｄ
Ｌ
、
組
合
員
約

三
万
人
）
は
、
他
国
の
運
転
士
に
比

べ
て
賃
金
水
準
が
低
す
ぎ
る
と
し
て
、

最
大
三
一
％
の
賃
上
げ
と
別
個
の
賃

金
協
約
締
結
を
求
め
て
、
断
続
的
な

ス
ト
を
実
行
し
つ
つ
、
交
渉
を
続
け

て
き
た
。
使
用
者
側
は
一
〇
月
、
労

働
時
間
の
延
長
を
条
件
に
〇
八
年
一

月
に
最
大
一
〇
％
の
賃
上
げ
と
二
〇

〇
〇
ユ
ー
ロ
の
一
時
金
支
給
を
実
施

す
る
案
を
提
示
し
た
。
Ｇ
Ｄ
Ｌ
は
こ

れ
を
拒
否
し
、
一
一
月
半
ば
に
約
六

二
時
間
に
及
ぶ
全
国
ス
ト
を
断
行
し

た
。
こ
の
ス
ト
は
ド
イ
ツ
の
交
通
シ

ス
テ
ム
を
大
混
乱
に
陥
れ
、
国
内
経

済
に
数
千
万
ユ
ー
ロ
の
損
害
を
与
え

た
と
い
わ

れ
て
い
る
。

そ
の
後
も

Ｇ
Ｄ
Ｌ
が

無
期
限
ス

ト
突
入
を

発
表
す
る

な
ど
、
労

使
交
渉
は

膠
着
状
態

の
ま
ま
越

年
し
、
〇

八
年
一
月

末
に
よ
う

や
く
仮
合

意
が
成
立

し
た
。
合

意
内
容
は
、

①
ド
イ
ツ

鉄
道
と
Ｇ

Ｄ
Ｌ
が
独

自
の
賃
金

協
約
を
締

結
②
〇
七

年
一
月
〜

〇
八
年
二

月
二
八
日

の
期
間
分
と
し
て
、
八
〇
〇
ユ
ー
ロ

の
一
時
金
を
支
給
③
〇
八
年
三
月
一

日
に
八
％
、
九
月
一
日
に
三
％
の
賃

上
げ
を
実
施
④
〇
九
年
二
月
一
日
か

ら
週
労
働
時
間
を
四
一
時
間
か
ら
四

〇
時
間
に
短
縮―

―

な
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
使
用
者
側
は
三
月
三
日
、

Ｇ
Ｄ
Ｌ
が
ま
ず
ト
ラ
ン
ス
ネ
ッ
ト
、

Ｇ
Ｄ
Ｂ
Ａ
を
含
む
基
本
賃
金
協
約
に

合
意
し
な
い
限
り
、
Ｇ
Ｄ
Ｌ
と
の
個

別
賃
金
協
約
に
は
署
名
し
な
い
と
主

張
し
、
紛
争
が
再
燃
し
た
。
Ｇ
Ｄ
Ｌ

は
こ
れ
を
拒
否
し
、
三
月
一
〇
日
か

ら
無
期
限
の
ス
ト
に
突
入
す
る
と
発

表
し
た
が
、
使
用
者
側
が
基
本
賃
金

協
約
の
要
求
を
取
り
下
げ
た
た
め
、

三
月
九
日
に
最
終
的
な
合
意
が
成
立

し
た
。

公
共
サ
ー
ビ
ス
部
門
労
組
、
八
％

の
賃
上
げ
を
要
求

　

連
邦
及
び
地
方
自
治
体
の
公
共
サ

ー
ビ
ス
部
門
労
働
者
約
一
三
〇
万
人

を
対
象
と
す
る
労
働
協
約
は
〇
七
年

一
二
月
三
一
日
に
満
了
し
た
。
統
一

サ
ー
ビ
ス
労
組
（
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
）
と

ド
イ
ツ
官
吏
労
働
組
合
（
Ｄ
Ｂ
Ｂ
）

は
一
月
初
め
、
九
二
年
以
降
で
最
も

高
い
一
二
カ
月
間
で
八
％
（
最
低
月

額
二
〇
〇
ユ
ー
ロ
以
上
）
の
賃
上
げ

を
要
求
し
た
。
こ
れ
に
対
し
使
用
者

側
は
、
二
年
間
で
三
段
階
に
分
け
て

実
施
す
る
五
％
の
賃
上
げ
及
び
週
労

働
時
間
の
三
八
・
五
時
間
か
ら
四
〇

時
間
へ
の
延
長
を
回
答
し
た
。
労
組

側
は
、
年
率
三
％
の
イ
ン
フ
レ
が
予

想
さ
れ
る
な
か
、
組
合
員
は
こ
の
よ

う
な
低
水
準
で
は
生
活
水
準
を
到
底

産業部門 労働組合 賃上げ要求 対象労働者数 現行協約期限

公共サービス部門・
教員・公立病院（連邦
及び地方レベル） 統一サービス労組（Ver.di）

8% (最低月額
200ﾕｰﾛ以上)

1,300,000 2007年12月31日地方交通
公益事業 9%
医者・市町村病院 MB 10.2%

農業 建設・農業・環境労組（IG-
BAU） 5.5% 170,000 2007年12月31日

鉄鋼 金属労組（IGメタル） 8% 107,000 2008年1月31日

ホテル、レストラン、
ケータリング

食料・飲食・レストラン労
組（NGG） 4.5 ~ 6% 100,000 2008年2月29日

繊維・衣料 金属労組（IGメタル） 5.5% 103,000 2008年2月29日

自動車修理 金属労組（IGメタル）、統一
サービス労組（Ver.di） 5% 189,000 2008年2月29日

化学 鉱山・化学・エネルギー労
組（IG BCE） 6.5 ~ 7% 547,000 

2008年2月29日､ 3月31日､
4月30日(地域によって異
なる）

表：2008年賃金交渉

資料出所：ハンス・ベックラー財団付属経済社会科学研究所（WSI）
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維
持
で
き
ず
、
回
答
は
要
求
の
半
分

に
も
満
た
な
い
と
し
て
、
こ
れ
を
拒

絶
し
た
。
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
と
Ｄ
Ｂ
Ｂ
は
、

二
月
一
四
日
か
ら
二
二
日
ま
で
全
国

の
公
立
病
院
や
保
育
所
、
交
通
機
関

な
ど
で
警
告
ス
ト
を
実
施
し
、
約
一

八
万
人
の
労
働
者
が
参
加
し
た
。
二

月
二
五
日
に
実
施
さ
れ
た
四
回
目
の

交
渉
で
も
労
使
双
方
の
歩
み
寄
り
は

見
ら
れ
ず
、
労
組
側
は
三
月
四
日
、

五
日
に
空
港
、
地
下
鉄
、
バ
ス
、
保

育
所
、
ゴ
ミ
収
集
、
看
護
施
設
、
図

書
館
、
劇
場
な
ど
で
警
告
ス
ト
を
実

施
し
、
使
用
者
が
譲
歩
し
な
い
場
合
、

無
期
限
ス
ト
も
辞
さ
な
い
と
脅
し
を

か
け
た
。
し
か
し
、
三
月
六
日
、
七

日
に
行
わ
れ
た
五
回
目
の
交
渉
で
も

使
用
者
側
が
労
働
時
間
の
延
長
を
主

張
し
、
交
渉
は
決
裂
し
た
。
ド
イ
ツ

の
法
律
は
、
労
働
組
合
が
全
面
的
な

ス
ト
を
実
施
す
る
前
に
、
労
使
が
徹

底
的
に
話
し
合
い
を
行
う
こ
と
を
義

務
づ
け
て
い
る
。
労
使
は
そ
れ
ぞ
れ

調
停
人
を
指
名
し
、
三
月
末
を
期
限

に
全
面
ス
ト
を
回
避
す
る
た
め
の
調

停
手
続
き
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ

た
。鉄

鋼
労
使
、
五
・
二
％
の
賃
上
げ

で
妥
結

　

西
部
ド
イ
ツ
四
州
の
約
八
万
五
〇

〇
〇
人
の
鉄
鋼
労
働
者
を
対
象
と
す

る
賃
金
交
渉
は
、
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
が
八

％
の
賃
上
げ
を
要
求
し
た
。
こ
れ
に

対
し
使
用
者
側
は
、
当
初
一
六
カ
月

間
で
三
・
五
％
の
賃
上
げ
を
回
答
。

Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
は
、
こ
の
水
準
で
は
低

す
ぎ
る
し
、
協
約
期
間
も
長
す
ぎ
る

と
し
て
こ
れ
を
拒
絶
し
た
。
組
合
側

は
二
月
初
め
、
ノ
ル
ト
ラ
イ
ン
・
ヴ

ェ
ス
ト
フ
ァ
ー
レ
ン
州
、

ニ
ー
ダ
ー
・
ザ
ク
セ
ン

州
、
ブ
レ
ー
メ
ン
州
に

お
い
て
、
約
一
万
人
が

参
加
す
る
時
限
ス
ト
を

実
施
し
た
。
鉄
鋼
労
使

は
二
月
二
〇
日
、
一
〇

時
間
に
及
ぶ
交
渉
の
末
、

五
・
二
％
の
賃
上
げ
及

び
二
〇
〇
ユ
ー
ロ
の
一

時
金
支
払
い
（
二
月
）

で
合
意
し
た
。
協
約
期

間
は
三
月
一
日
か
ら
〇

九
年
三
月
三
一
日
ま
で

の
一
三
カ
月
間
で
あ
る
。

　

シ
ョ
ル
ツ
連
邦
労
働

社
会
相
は
、
鉄
鋼
労
使

の
合
意
を
受
け
て
、「
過

去
数
年
の
控
え
目
な
賃
金
上
昇
と
そ

れ
に
続
く
二
年
の
力
強
い
成
長
の
後
、

今
は
よ
り
顕
著
な
賃
上
げ
が
必
要
で

あ
る
」
と
述
べ
た
。
Ｉ
Ｇ
メ
タ
ル
の

フ
ー
バ
ー
委
員
長
は
、「
鉄
鋼
産
業
の

過
去
数
年
の
好
業
績
に
貢
献
し
た
鉄

鋼
労
働
者
に
正
義
を
も
た
ら
す
よ
い

合
意
内
容
で
あ
っ
た
」
と
評
価
し
た
。

ド
イ
ツ
使
用
者
団
体
連
盟
の
フ
ン
ト

会
長
は
、「
使
用
者
側
は
損
害
を
被
る

ス
ト
ラ
イ
キ
を
回
避
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
こ
の
合
意
は
、
現
在

好
景
気
に
沸
く
鉄
鋼
産
業
に
お
け
る

例
外
的
な
事
例
で
あ
る
」
と
釘
を
刺

し
た
。

他
産
業
も
軒
並
み
高
い
賃
上
げ
を

要
求

　

ド
イ
ツ
鉄
鋼
産
業
の
合
意
内
容
は
、

こ
こ
一
五
年
間
で
最
大
の
賃
上
げ
で

あ
り
、
今
後
の
他
産
業
の
交
渉
に
少

な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
る
と
見
ら
れ

る
。
昨
年
三
・
六
％（
一
三
カ
月
間
）

の
賃
上
げ
で
妥
結
し
た
化
学
産
業
の

交
渉
は
四
月
初
め
に
始
ま
る
。鉱
山
・

化
学
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
労
組
（
Ｉ
Ｇ　

Ｂ
Ｃ
Ｅ
）
は
地
方
レ
ベ
ル
で
六
・
五

〜
七
％
の
賃
上
げ
を
要
求
し
て
い
る
。

他
産
業
も
繊
維
・
衣
料
五
・
五
％
、

ホ
テ
ル
・
レ
ス
ト
ラ
ン
・
ケ
ー
タ
リ

ン
グ
四
・
五
〜
六
％
、
農
業
五
・
五

％
、
自
動
車
修
理
五
％
な
ど
の
高
い

賃
上
げ
要
求
方
針
を
示
し
て
い
る
。

一
〇
月
末
に
は
約
三
二
〇
万
人
の
金

属
労
働
者
を
対
象
と
す
る
労
働
協
約

が
期
限
切
れ
を
迎
え
る
。
昨
年
四
・

一
％
の
賃
上
げ
を
獲
得
し
た
Ｉ
Ｇ 

メ
タ
ル
の
フ
ー
バ
ー
委
員
長
は
、
〇

八
年
を
「
メ
ガ
賃
金
イ
ヤ
ー
」
と
位

置
付
け
、
さ
ら
な
る
攻
勢
を
強
め
て

い
る
。
欧
州
中
央
銀
行
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
や
食
品
の
価
格
高
騰
に
続
い
て
、

高
い
賃
上
げ
が
長
期
の
イ
ン
フ
レ
を

引
き
起
こ
す
と
し
て
警
鐘
を
鳴
ら
し

て
い
る
。

（
国
際
研
究
部　

大
島
秀
之
）

フランクフルトの IGメタル本部

消費者物価上昇率

アメリカ ドイツ イギリス フランス

前年比 前年比 前年比 前年比

% % % %

2002年 1.6 1.4 1.7 1.9

03 2.3 1.1 2.9 2.1

04 2.7 1.6 3 2.1

05 3.4 2 2.8 1.8

06 3.2 1.7 3.2 1.6

07 2.8 2.2 4.3 1.5

2006年12月 2.5 1.4 4.4 1.5

2007年1月 2.1 1.6 4.2 1.2

2 2.4 1.6 4.6 1

3 2.8 1.9 4.8 1.2

4 2.6 1.9 4.5 1.3

5 2.7 1.9 4.3 1.1

6 2.7 1.8 4.4 1.2

7 2.4 1.9 3.8 1.1

8 2 1.9 4.1 1.2

9 2.8 2.4 3.9 1.5

10 3.5 2.4 4.2 2

11 4.3 3.1 4.3 2.4

12 4.1 2.8 4 2.6

2008年1月 4.3 2.7 4.1 2.8

資料出所：総務省「消費者物価指数」

消費者物価上昇率、欧米の動向

海外のデータ・トレンド


